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接着分子 CD44 は、多くのがん細胞で高く発現している分子であり、これまで

がんの浸潤や転移に関与する分子として解析が行われてきた。近年、CD44 が

乳がんや大腸がんなど上皮性の固形腫瘍におけるがん幹細胞マーカーとなる

ことが知られ、その機能とがん幹細胞の性質に関係があるのかが、研究テーマ

として注目されてきた。私たちは CD44 のスプライスバリアントアイソフォーム

（CD44v）が細胞膜においてシスチンのトランスポーターである xCT と結合し，

グルタチオンの生成を促進することでがん細胞の活性酸素種の蓄積を抑制し

酸化ストレスへの抵抗性を高めていることを見出した（Cancer Cell 19: 387-400, 

2011）．また，胃がんマウスモデルを用いた生体レベルでの解析の結果，

CD44 の発現抑制は細胞内の酸化ストレスを増加させ，腫瘍の増殖を著明に抑制することがわかった．

これらの結果から，CD44 や xCT によるレドックス制御を阻害することは、がん幹細胞を標的とする新

たな治療法の開発につながる可能性があると考えた。セミナーではこれらの所見に加えて最近見出

した CD44 と転移の関係についても述べてみたい。 
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